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昭和基地を中心 とする地域の
地殻構造の総合的解析
一地学胴査察1期3か年計画一
吉 田 栄 夫
第20次南極観測からの重点観測項 目として,南 極域気
水圏観測とともに地学が取 り上げられた.最 近急速に世
界の注目を集めるようになった南極の資源問題の一つ と
して,鉱 物資源があるが,将 来の利用の可能性を視野に
おいて,そ の基礎的調査の第一歩 としての意義をもつ も
のである。
南極観測の初期から,昭和基地でのあらゆる観測の基
礎として,地域の自然の特徴を知ることを大きな目的の
一つとして,地 質や地理,雪 氷の広域的な調査が進めら
れてきた.宗谷時代はもちろんのこと,観測再開後の第
9次観測で行われた極点までの踏査旅行は,そ うした調
査の頂点であったといえよう.第10次観測からは雪氷部
門で`'エンダービー計画'な る題目のもとに,昭 和基地
背後の氷床の水収支を明らかにする観測が開始され,野
外調査の面で広域的な概査から精査への時期に入った.
この間にあって,狭 義での地学は,未 調査地域を次第に
縮めながら,露 岩地の5千分の1や2万5千 分の1とい
った大縮尺地形図の刊行を得て,詳細な地質図の作成な
ど部分的な精査を併せて行ってきた.
1970年代になって,世 界的なエネルギー資源の不足が
叫ばれるようにな り,南極の地下資源の開発の可能性が
にわかにクローズアップされることとなった.南 極地域
の開発が進み,や がて地下資源の利用も行われるるだろ
うと予測されてはいたが,そ のテンポは意外に早 くな り
そ うである.昭和51年秋アルゼンチンで開かれたSCA
R総会で,南 極鉱物資源の探査 ・開発の環境への影響を
調べる予備的なアセスメント(EAMREA)を 行 う専
門家グループの発足が決められ,翌 年8月 にはその報告
が出版された.こ の中でも指摘されているように.南 極
観測はこの20年間に大いに進んだとはいえ,鉱 物資源の
探査 ・開発あるいはアセスメントのためには,基 本的な
知識がまだまだ不足 して い る.露岩の地質は勿論のこ
と,広い地域の地殻構造.沿 岸海域の海底地形や海況,
気象条件等多くの資料が必要である.こ うした基礎的知
識の蓄積をはかるべきことが,国 際的に要請され るよう
になったのである.
こうした背景のもとに,資 源探査のための基礎調査と
して地学の第1期3カ 年計画が実施され ることになった
が,基 礎調査であるので当然純学術的調査と区別し難い
面も多いし,それを含めて行われる.
第1年 次は,夏 期に昭和基地対岸の氷床上で,試験的
な人工地震探査を試み,ま た,未 調査露岩の測量や地質
調査,重 力と地磁気の測定などを行う.越冬中には沿岸
露岩や,内 陸のやまと山脈から更に遠 くベルジカ山脈へ
のアプローチを試み,地 質調査を行い,併 せて裸氷帯で
の陽石探査を実施する.調査旅行の路線に沿って可能な
限り重力測定や,ア イスレーダーによる氷厚の測定従 っ
て基盤地形の調査が行われる.測地衛星を用いた位置決
定装置も導入 されるので,山地の三次元的位置も精密に
決められるだろう,セスナ機も持ち込まれるので,航空
磁気測定や露岩の地質調査用の写真撮影も行われ.る.
第2年 次は,夏期の地質調査,越 冬中の人工地震探査
が中心になる.大 規模なものではなく予察的であるが,
一応大陸縁辺域での地殻構造が,明 らかになることが期
待される.地殻の基本的性質の一つである熱流量の測定
も試みられる.新 たに加わる積載量,航続距離 ともにセ
スナより大きいピラタス ・ポーター機は,空 中からの各
種探査に威力を発揮するだろう.
第3年 目はり=ツ ォ・ホルム湾の海底地形 ・地質の探
査が中心である.全域を探るのは1年 では到底できない
相談であるが.少 くとも湾口付近を横断する形で,海底
の諸性質を明らかに したい.こ こでは試作されるホバー
クラフトの活躍が大きな助けになるか も知れない.
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以上のような3か年計画が達成されれば,一 まず主要
露岩地の地質図の完成,か なりの広さと精度をもった地
磁気異常や重力異常の分布図,氷下基盤地形図,海 底地
形図の作成などが可能 となり,地殻構造や地殻熱流量な
どにっいての情報が得られよう.そして,こ れを次のよ
り広域の地質調査や海域の探査を含む本格的資源探査へ
の足掛 りとしなければならないのである.
(筆者:地 学研究部門教授)
南極観測隊便 リ
一策19次越冬隊の近況一
昭和基地の8月 は.上 旬に悪天が続いたが,中 旬以降
晴天が続 き,懸案のロケット全機打ち上げも終了した.
9月は悪天候の例年に比べ気温の高い月であった.
ロケット観測は今次隊の5磯 目として,悪天による3
週間のスタンバイの末8月18日に,電 場 ・波動を総合的
に観測するS310-4号機を打ち上げ,また,4号 機の打
ち上げ待機と並行して準備作業を行 っていた.波 動一粒
子の相互作用を研究するS310-6号機を8月28日に打'ち
上げた.こ の2機 の打ち上げ成功により第19次隊が計画
した6機 のロケット実験は全て成功裡に終了.南 極にお
けるロケット実験成功の記録を第11次隊以来計42機と延
ばした.
無人観測点A1の 再建とみずほ基地補給を目的とした
冬明けの旅行は竹内隊員を リーダーに以下伊藤(明),中
山,秋 山,油 谷,山 岸,大 久保,渡 辺隊員 と雪 上 車3
台,極7台 の編成で9月2日 に出発,7日 にA、 点を再
建後,み ずほで滞在要員を交代,中 山,大 久保 に 変 わ
り,南.牛 木隊員を共なって9月16日昭和基地に帰投 し
た.こ の旅行では中型雪上車SM50の走行テス トも行わ
れたが,平 担地であれば4tを 索引して時速17㎞と足の
速いことを証明した(KD60型で時速7～9㎞).ま た,
伊藤朋之隊員によって内陸部のエーロゾル(浮遊微粒子)
の観測も行われた.
昭和基地は冬ごもりで寒さになれた隊員達にとってこ
れからが一番楽しい時期,-10℃以上で晴天なら,「ボカ
ボカ陽気」,北の海から帰って くるペンギンなどを カメ
ラ片手に見物にとい うのが10.11月の風影である.
農協では,8月 に10㎏,9月に9.4㎏のもや しの出荷
があった。
医学担当
医療担当
重松 潤(昭25.10.14生,27才)
国立極地研究所事業部,文 部技官
(弘前大学非常勤医員)
木内夏生(昭16.7.25生.37才)
国立極地研究所事業部,文 部技官
(千葉労災病院内科)
一算19次越冬隊家族会開かる一
第2回 目の第19次越冬隊の家族会が,10月16日(月)
午後講義室で平沢家族会長をは じめ,13家族30数名が出
席,ま た,大瀬第19次夏隊長及び吉田第20次観測隊長 も
出席してなごやかに行われた.
今回は,昭和基地へ新年に届ける第1便 や,越 冬隊員
への荷物の届け方及び第19次越冬隊の今後のスケジt=一
ル等が話題であった.ま た,夏期行動のVTRの 放映が
行われ,久 しぶ りに見る主人や息子の顔に…喜一憂 して
いる姿が印象的であった.
シ ンポジウム報告
一海洋生物シンポジウムー
南大洋の海洋生物資源が近年世界的に注 目 され て お
り,特に,南 大洋の生態系の中心的構成員であるオキア
ミに大きな関心が寄せられ,既 に開発も進められつっあ
ります,生 態系の中心をなすオキア ミの開発は南大洋の
生態系に与える影響が大きく,生態系を破壊することが
懸念され,生 態系を破壊することな く,資源を効率的に
利用することが大きな課題となっています.そ のために
は南大洋の生態系をさらによく理解することが必要であ
り,南極研究科学委員会(SCAR)を中心に　Biologica|
Investigations　of　Marine　Antarctic　Systems　and　Stocks
(BIOMASS　:南極海洋生態系及び海洋生物資源に関す
る生物学的研究計画)計 画が提案され,国 際研究として
実施されつつあ ります.
海洋生物シンポジウムはこの　BIOMASS言1・画をどの
ように実行してい くか,そ の討議の場として当研究所の
主催で9月18日(月),19日(火).当研究所講義室で開
催され,延 べ80名が参加し,これまでの南大洋海洋生物
の研究成果を柱に.今 後のBIOMASS計画の具体的内
容を含めた計画全体が討議され,そ の結果BIOMASS
計画推進連絡会を組織し,会長及び幹事3名 がmeHlされ
計画を推進することとなった.
一算20次観測隊員全員が決まる一
11月25日に出発する第20次観測隊員のうち.未 定だっ
た2名 の隊員が,10月6日南極地域観測統合推進本部か
ら発表された.
プ ロ グ ラ ム
Lふ じ船上における定常観測による生物研究
福地光男(極 地研)
2.基地観測による沿岸海域の研究
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星合孝男(極地研)
3.海鷹丸 皿・m世が実施 した南極洋調査航海にっいて
神田献二(東 水大)
4.海鷹丸による南極洋生物調査研究にっいて
村野正昭(東 水大)
5.海洋水産資源開発センターの調査活動
奈須敬二(開 発センター)
6.白鳳丸KH-68-4航海における生物研究
河村章人(北 大 ・水)
7.鯨類研究所による調査研究
大村秀雄(鯨 類研)
8.南極研究科学委員会の活動
松田達郎(極 地研)
9.　BIOMASS計画について
● 根本敬久(海洋研)
10.南極海洋生物研究計画にっいて(討 論)
討論者:小 城春男.角 皆静男,河村章人(北 大 ・
水)高 橋永治(神 戸大 ・理)谷 口 旭,
西沢 敏(東北大 ・農)
一南極地学総合シンポジウムー
9月27・28日,南極地学総合シンポジウムが,当 研究
所主催により講義室で開催 された.これは,今 秋出発予
定の第20次観測隊から,資源基礎調査を中心 とする地学
第1期3か 年計画による観測がスター トするの を 機 会
に,地学及び関連分野におけるこれまでの研究成果を発
表 し,今後の研究課題 ・観測等を検討する目的で開かれ
たもので,延 約90名が参加 され,26の発表があった.
シンポジウムは,先 ず.地学及び関連分野の相互理解
を深め,今 後の課題を探るために 「南極の地学像とその
課題」と題 して,地 球物理学.地 質学,岩 石学,地 形
学.地 球化学,雪 氷学の各分野から,これまでの成果の
とりまとめ と紹介及び今後の研究課題が発表され,議 論
された.「地域的課題」のセッションでは,主 として,
昭和基地周辺での最近の研究成果が発表され,盛 んな議
論がなされた.総 合討論 「まとめと将来の地学観測計画
へ向けて」では,神 沼助教授(極 地研),木 崎教授(琉
球大),吉田教授(極 地研)に よる話題提供がなされ,
議論 されたのち,今後の地学調査を計画する上で,リ モ
ー トセンシングに関する作業委員会を組織すること,マ
クマード地域及び西南極調査計画の作成,上 部マントル
探査計画の作成,雪 氷等関連分野との共同調査を考慮す
る等の必要性が,座 長(楠,研 究主幹)に よってまとめ
られ,2日 間のシンポジウムを終了した.
プ ロ グ ラ ム
1南 極の地学像とその課題
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18.
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・理)
19.やま と山脈 北.部の地 質 と岩 石
白 石和 行(極 地 研)
20.オメガ 岬 及 び 東 オ ング ル 島 のUme・s山cate　greiss
鈴木 盛 久(広 島大 ・理)
21.昭和 基 地周 辺 の 変成 岩 の 岩 石化 学 的 研 究
1.南極の地形学的課題とリュツォ ・ホルム湾周辺の調
査 吉田栄夫(極地研)
2.東南極の雪氷学的課題
前 晋爾(極地研)
3.南極大陸の地球物理像
神沼克伊(極 地研)
4.南極地磁気図について
田島 稔(国 土地理院)
5.東南極大陸基盤の地質構造
木崎甲子郎(琉 球大 ・教養)
6.アフリカ大陸の先カンプリア時代
諏訪兼位(名 大 ・理)
7・南極の鉱物資源の可能性
兼平慶一郎(千 葉大 ・工)
8.南極の地球化学の課題
鳥居鉄也(千葉工大)
9.南極における鉱物の地球化学的研究
綿稜邦彦(東大 ・教養),鳥居鉄也(千 葉工大),
西山 孝(京大 ・工),森川日出貴(東 工大 ・工)
10.海上重力計の現状及び南極海の重力異常
瀬川爾郎(東 大 ・海洋研)
11.日本周辺海域のジオイ ドと南極の重力測定計画につ
いて 山崎 昭.小野房吉∫柳 武
徳弘 敦.我 如古康弘(海 上保安庁)
12.南極大陸の隆起
佐藤良輔.鈴 木保典,松 浦充宏(東 大 ・理)神 沼
克伊(極 地研)
13.南極陽石 矢内桂三(極 地研)
14.ボー リングコアの層位解析から決めたみつほ基地の
年間堆雪量
加藤喜久雄,渡辺興亜(名 大 ・水圏研)佐 藤和秀
(長岡工高専)奥 平文雄(岐 阜県公害研)
皿 地域的課題
15.リュツォ ・ホルム湾周辺地域のテクトニクスと変成
作用 吉田 勝(大 阪市大 ・工)
16.ラングホブデ及びスカルブスネスの地質
松本径夫(長 崎大 ・教養)
17.竜宮岬 ・奥岩 ・テーレンの地質概要
仲井 豊(愛 知教大)加 納 隆(山 口大 ・理)吉
倉紳一(高 知大 ・理)
オメガ岬の変成岩 ・深成岩類
3
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蟹沢聡史(東北大 ・教養)矢 内桂三(極 地研)
22.竜宮岬産,単 斜輝石一ザクロ石岩の形成条件
吉倉紳一(高 知大 ・理)
23.南極の古地磁気研究 一その1一
船木 実(極 地研)
24.リュツォ・ホルム湾東部の海底地形
森脇喜一(極 地研)
25.リ=ツォ・ホルム湾の海底堆積物中の有孔虫群集
加藤道雄,多井義郎(広 島大 ・教養)
26,リュツォ ・ホルム湾沿岸の海成礫及びモレーン堆積
物の形態的特徴
林 正久(島根大 ・教育)
皿 総合討論:ま とめと将来の地学
観測計画へ向けて
話題提供:神 沼克伊(極 地研)木 崎甲子郎(琉 球大 ・教
養)吉 田栄夫(極 地研)ほ か
アイスラ ン ドにおける
地磁気共役点観測
南極昭和基地との第一同地磁気共役点観測は.昨 年7
月29日から9月18日まで,フ ランスと共同してアイスラ
ンドのフサヘルで行われ,大 きな成果が得られた.今 年
はフランスが都合で参加できなかったが,ア イスランド
大学科学研究所のTH.　SAEMUNDSSON教授の協力
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を得て,昨年夏よりも更に規模を拡大 し.昭和基地のロ
ケット実験に呼応 し,8月20日から9月27日までの39日
間フサヘルで観測を実施した.日本からは筆者の他に藤
井良一助手が参加 した.実 施した観測項 目と観測器は次
のとお りである.
1)地磁気長周期変動,フ ラックスゲー ト磁力計
2)地 磁気短周期変動,イ ンダクシ ョン磁力計
3)　VLF自 然電波,VLF広 帯域受信機及びVLF
強度記録計
4)オ ーロラ輝度変動,天 頂 フォトメータ
5)陽 子及び電子オーロラ
輝度の空間時間変動,掃 天型フォ トメータ
6)オ ーロラ形態の早い変化.広 角(視 野105°)及び
魚眼(180°)テレビカメラ
7)電 離層吸収量の変化,30MHzリオメータ
このうちフラックスゲー ト磁力計,掃 天型フォトメー
タ,魚眼TVカ メラ,リオメータは,今 回初めて持ち込
んだ観測器である.この結果現在昭和基地で行われてい
る地上観測は,ほ ぼすべてアイスランドでも行われたこ
とになる,
観測を行った場所 フサヘルの緯度は64.7°Nで北極圏
の少し低緯度側に位置し,首都レイキャビックからは北
東に約120㎞の地点である.こ こはラングヨックルエイ
リックスヨックル と呼ばれる大きな氷河の麓で.両 側は
切 り立ったU字 谷 となっており,谷の片側は大きな溶岩
共役点観測 を実施 したHvsafellの位置
4一
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牧場の中に セ ットした地 磁気脈動観測用の センサー
流 で 覆 わ れ て い る.そ して,氷 河か ら そ の下 を流 れ て き
た地 下 水 が 無 数 の 滝 とな っ て川 に落 ち込 ん で お り,と て
も雄 大 なjlt観を 呈 して い る.こ の 付近 は また温 泉が 豊 富
で,家 の 暖 房 や プ ー ル も温 泉 が 使わ れ て い る.
観 測 器 は,一 軒 の 別荘 を 借 り,そ こ に 設 置 した.今 年
の観 測 の 主 眼 は,多 種類 の 観 測 を 同時 に実 施 す る こ とに
よ り,各 種 の超 高層 現 象 の 共 役性 を総 合的 に研 究 す る こ
とで あ る.と りわ け,こ れ ま でほ とん ど調べ られ てい な
か った オ ー ロ ラ形態 の 早 い 変 化の 共役 性 を 明 らか にす る
た め に,'卜径 約500kmの範 囲 のt-Pラ を撮 影 す る こと
が 可能 な 魚 眼 レン ズ を川 い たTVカ メ ラ を川 意 した.幸
い天 気 が,1:く,華麗 な オ ー ロ ラを15U分 観 測 す る こ とが
で き た,た だ 共役 点 観 測 の む ずか しさは,昭 和 基 地 と同
時 に デ ー タを得 な けれ ば な ら ない こ と で,せ っか くい い
デ ー タが とれ て も,昭 和 基 地 が ブ リザ ー ドだ った 日が 何
日か あ り,オ ー ロ ラ に関 して は 結 局 約 一 週 間 分 の 同 時 観
測 デ ー タが 得 られ た と思 わ れ る.こ れ らの デ ー タは,急
激 に 明 る くな り激 し く動 くブ レ イ クア ッフ時 の オー ロ ラ
や 静 か な アー ク状 オ ー ロラ,周 期 的 に 明 る さが 変 化 す る
パル セ イ テ ィン グ ・オー ロ ラ,そ して コ ロナ 状 オ ー ロ ラ
等 を 含 ん でお り,今 後 の デ ー タ解 析 が 楽 しみ で あ る.
ア イ ス ラ ン ドは 人 口が 非 常 に 少 な く,日 本 の 約4分 の
1の 国:Lにわ ず か20万人 しか 住 ん で い な い.観 測 した場
所 も一 年 中 人 が 住 ん で い る家 は 数 軒 で,あ とは 夏 だ け利
用 され るサ マ ー ハ ウ スで あ る.し か しア イス ラ ン ドの人
達 は 皆 とて も親 切 で,こ こで観 測 を実 施す る こ とに は何
の 支 障 もな か った,将 来 は 超 高層 部門 以 外}こも,地 震,
地 質,地 理.雪 氷,生 物 な ど各 部門 の 研究 に は きわ め て
興 味 深 い 観 測 の 場 とな る で あ ろ う.
(筆者:福 西 浩 超 高層 物 理 学 研究 部 門助 教 授)
極地研究国際シンポジウム
昭 和53年g月21|.1から25日の間,ポ ー ラ ン ドの ワル シ
ャ ワで"極 地 研 究 に お:ナる 現今 の 諸 問 題"と い 一・た シ ン
ポ ジ ウ ムが 開 催 され た.
南 極 海の 海 洋 生 物 資 源 の研 究 と ヘ ン リ ック ・アー ク ト
フス キ ー基 地(62°(19,8/S58°28,3'W)の開 設 とい
う実 績 を基 盤 に.南 極 条 約 協議 会 の 協議 国 とな り,さ ら
に,南 極 研 究 科 学 委 員会(SCAR)の メン?〈一'国と して
認 め られ た の を機 に,ボ ー ラ ン ド学.ヒ院 に よ り主 催 され
た も の であ る.
国 際 シ ンポ ジ ウ ム とい うこ とで は あ った が,最 初 か ら,
特 定 の 招 待 者に よ る11j卓会 議 形 式 の 討 論 を 行 う 旨の 案 内
状 が きて い た..'lf実,28人の 参bl]　M・の うち,ポ ー ラン ド
以 外 か らは.筆 者 を含 め て8名 が 出 席 した に過 ぎ なか っ
た.し か し,小 人 数 と は い え,　Zunberge　(合衆 国),
Gjelsvik　(ノー ル ウ=一,元SCAR会 長),　Treshnikov
(ソ連,北 極 南 極 研究 所 長)な どの 大物 の顔 合 せ とな っ た,
実 質的 な 討 議 は,22,23の両 日に 行わ れ た.第1日 目
に は,地 学 関 係 の研 究 発 表 と討 論 を 中心 に 会 が 進 め られ
た.ポ ー ラ ン ドの 研究 者 の報 告が 主 で,ス ピ ッツベ ル ゲ
ンで 継続 され て きた,地 質学,地 形学 ,固 体 物 理 学 研 究
の 発 展 と して.あ るい は,比 較 の た めの 研 究 と して,南
極 の 研究 が 位 貯 づ け られ て い る よ うであ った.
Treshnikev　が 内 陸 調 査活 動 を中 心 に ,ソ 連 の 南 極 観
測 の 歴 史 を 述 べ 、 これ ま での ソ辿 とポ ー ラ ン ド との 密 接
な 協 力 の発 展 と して,現 在 の ボ ー ラ ン ドの 極 地 研 究 が あ
る こ とに.:二ζ及 したの は 印 象的 で あ.⊃ た.　Zunberge　は
EAMREA報 告 の 要 旨 を述 べ,南 極 の鉱 物 資 源 の 探 査 ・
開 発 は,南 極 の 「|然を 破 壊 せ ぬ よ う行 うべ きで あ る と結
ん だ.
第2H目 のk題 は 生 物 学 で あ った.ア ー ク トフス キ ー
某 地 を中 心 と した基 礎 的 な研 究 の 成 果 が,ポ ー ラ ン ドの
研 究 者か ら報 告 され た.内 容 的 に はGcneralSurueyの
段 階 の もの で あ った が,　Rakusa・Suszczewskiの!1物研
究 将 来 計 画 に よ る と,沿 岸 基 地 で の 観 測 は,急 速 に 拡 大
・充 実 され る模 様 で あ る .
か ね て ボ ー ラ ン ドが 力 を 入 れ て い た海 洋 生物 資 源 問 題
に っ い て は,ナ ンキ ョクオ キ ァ ミを積 極的 に利 用 す べ ぎ
だ とい う講 演 が な され た だ け で あ った.会 議 場 で は,第
1回 オキ ア ミ調 査 の 結 果 な ど,21論文 を ま とめ た生 態 学
研 究 所 の 報 告 が 配 布 され,無 言 の うち に 成 果 を語 ら せ る
意 図 と見 受 け られ た.
ボ ー ラ ン ドの 南 極 に 対 す る関 心 は,生 態学 研 究 所 に 南
極 研 究 部 門 を 置 くな どの実 質 面 で の措 置 と と もに,公 報
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活 動 に も現 わ れ て い る,学.L院 地 階 の 標 木 室 の ・隅 に,
南極 コ ー ナ ーを 新 設 し,シ ン ポ ジ ウ ムへ の 招 待 者 を 招 い
て,21日,開 会 式 を行 うな どに もそ の 一端 が 窺 え た.
CF諸:星 合孝 男 ノヒ理 ノk態学 研 究 部1「Ll教授)
「南極大陸展」盛況の うちに終る
国 立 科学 博物 館 との共 催 に よ る111・極大 陸 展 一1÷」極観
測20年の 歩 五一 」 が,8月20||(日)か ら国 、't:科学tlli－物
館 の特 別 展 会場 で 開 催 さオt,盛況 の う ちに9)13日([])
に終 了 した.期 間 中 は学 校 の 夏 休 み とあ って 連1|多数の
見学 者 で賑 わ った.
また.8Jl28|1(月)1こは.朝 日;満堂 にお い て、}法力i≦ミ
も開 催 され 大 変 好評 で あ っ た.
展 示 に は,約400点 の資 料 で干1賊され,20年 の間 の 南
極観 測 が どの よ うに 行わ れ て き たか,ま た,南 極大 陸 の
自然 を どの 」tうに して 明 ら か にLて き たか を.図 表 や写
真 パ ネ ル な どに よ り紹 介 した.特 に,南 極の 氷.防 寒 具
を 含 む 設 営 用 具 及 び 南極 ノく陸 で 発 見 され た領 有 な ど 貴IE
な 資料 が 多 数 展示 され 見学 者の 日を楽 しませ た.
外国人招へい研究員
昭 和53年度 の 外 国 ノ＼招 へ いliJl:究[1が,次の とお り決定
され,当 研 究 所 教 官 との 共 同 「ジ|:究が 行 わ れ る.ま た,各
大学,研 究 所 等 で の 講 演 並 び に 施設 の 視 察 な ど も予 定 さ
れ て い る.
L　 JuanRoedcrer氏(ファ ン ・レー デ ラー)
1929,9.2升三49.ll{'男
ア ラス カ 大学 地 球 物Hll研究 所 長,　IAGA会 長
研 究 テ ー マ:磁 気 圏 に お け る フ ラズ マ粒 子 の 加速 機構
の研 究
在 日期 間:昭 和53年10月17|.1(火)～11月611(火)
(日本 学 術振 興 会:外 国 人lriへい 研 究 者)
2.　Nathalia・G・Kleimenova氏(ナター リヤ ・ク ラ イ
メ ノーバ)1935.5.23生43歳 女
ソ連 科 学 ア カデ ミー地 球 物 理 学 研 究 所 主 任 研 究 員
研 究 テ ー マ:高 緯 度地 方 にお1-」1るVLF自然 電 波 発生
領 域 の 研 究
(1ill姐1間1:fi∫1,禾115:1{|'.10」127日(金)～12月25日(jD
〔文 部省 外[.iぐ人」召へ い研 究 員:国 ぐ'二極 土山研 究FJi－外 国 人
研 究 員)
清野 さんを偲んで
この4月8日 の 午 後 の こ
とだ った.そ の 日 もお 見舞
に 持 参 した 神 楽 坂 川 原屋 の
コ ン ソ メ スー プ に 日 を 細
め,新 し くで き た北 極 の地
図 に 日を 輝 かLた 彼 を 見 て
内 心 ホ ッと し た.1か し
「じ や行 って く る よ.今 度
は 北 極 の 話 を し よ う」 と ド
ア に 向 った 時,何 か 寂 しい
影 を背 に 受:ナた 私 の北 極 へ
の 旅 立ち は 気 がIEかった,そ して 久 し振 り氷雪 の生 活 を
終 え て.色 と りど りの チ.t－ リッフ.が咲 き 乱れ た トPン
トで,彼 の 計 報 を 聞 い た 私 で あ る.
南 極20年の 歩 み を振 り返 え る時,清 野 善 兵 衛 さん 無[.
に は 考 え られ な い.想 え ば 第1次 隊 に 参 加 して 以来 第13
V欠1隊1.ミ.として 日(1府ljよ」也をIli・L・と た|暫極 観 測「」に1ま,ノξに
VEに川 狩 さん グ)活躍 が そ.のさ さえ に もな ・,てい た.特 に
気 禦観 測 業務 の 碓 、":は守 川 一 清 里fソ'rンに よる もの で あ
る.第3次 で は 昭 和 基 」也で 初め て 彼 が ラジ オ ゾ ンデ に.1:
る高 層 気 象観 測 をi用始1た.第5次 で は 無 人観}貝]Jのは1.
りと し'(IIC{和基 地 の1」irf∫4{26.5kmの氷 原 に 無人 観言則所 タご
設 け た.第2次 隊 で 川 意 した 使所 川 グ)建物 を利 用 した こ
とか らLAVATORY・LABORATORY略 してL/Lで,
気 象 と雪 温 の 自記1;己録 を 試 友た.
第1次 か ら第6次 主で宗 谷 の 全航 海 に 乗船 した彼 は,
当 然 第7次 の 南 極 川111には な くて は な らな い 人 で あ.,
た.今 で もは っぎ り思 い 日!す.ふ じか らヘ リ コプ ター の
一 番 機 が昭 和 基 地 に .iiE/.だ.宗谷時 代 に呼 ん で いた 国 際
空 港 に ホ バ リン グす る や,私 と彼 は 着地 を 待 つ の も もど
か し く,吊 り降 して もら ってrl∫{和基 地'＼と急 い だ時 の こ
とだ.深 い雲 に 足 を とられ て 前か が みで ペ イア イ ス の 仁
を 息 を は ず ま せ て 走 った.タ イ ドク ラ ッ クの あ た りが バ
カに 高.1,東 方 ン ク.・し島 の露 岩 は 見 上げ る よ うな感 じだ
った.「 オイ 善 兵 衛.こ の 辺 りのr[iい氷 は一'掃され て 新
し くな った よ うだれ.こ れ な らふ じは接 岸 で き る ぞ.」
「そ うだ.よ う し.い た だ き だ.」 と弾 ん だ彼 の声 が 忘
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れられない.こ の年自動気象観測印字装置,　MAMS-
MAMPが 設置され,気 象観測の体制を確立 したのも彼
であった.南 極再開の旗印に掲げた極点旅行の実現に大
きな力になった彼から,極点 も指呼の間に迫った時一通
の電報を受けとった.知 る人ぞ知る 「トトトトト」と連
送の電信に彼の気持ちを読みとったものである.
ブリザードで吹き込まれたキャンプの話題はたわいな
いものが多い.東 京近郊に1反歩の畑を持っていた私が
芝で儲けようとしたが,小 一万円もすったとっい漏らし
たばか りに,散 々笑いものになったことがある,奮起一
番私は将来はそこに特定郵係局でも作って局長となるん
だと云っていた.そ の時彼はボタン,糸などを扱う小間
物屋を持つのが理想だと,ブ リザー ドをよそに賑やかな
沈殿を思い出す.魚 釣 りにも一家言を持っていた彼は,
アマチュア無線の権威でもあった.第5次 の越冬の時だ
った.ケ ープタウンで密かに手に入れたハムスター(朝
鮮ネズミ)を当時の気象 ・無線棟で飼っていた善兵衛さ
ん.「彼のペ ットを見ろ.ハ ムの最高位をハムスターと
云うんだ.それで善兵衛さんは特に許されてハムスター
を飼っているんだ.」とまことしゃかに言いふらした も
のである.南極にまっわる清野さんの思い出 は つ きな
い.健康そのものに見えた清野さんも何時か蝕んだ痛い
に果敢なくたおれてしまった.南 極の善兵衛さん今やな
し.誠に残念である,
(筆者:村 山雅美 国立極地研究所次長)
電子計算機室より
1.使 用状 況
8月,9月 の 計 算機 使用 時 間 は 次 の とお りで した.
8月:150時間9月:154時 間
2.デ ィジ タル地 図 デ ー タの 利用 に つ い て
次 に 示 す 南 極 の 地 図 に つ い て は,海 洋 線,露 岩,
池,高 等 が デ ィジ タ ル化 が 完 了 して,計 算機 に よ る利
用 が 可 能 とな って い ます.利 用 法 に つ い て は 「極地 デ
ー タベ ー ス シ ステ ム利 用 の 手 引 」 を ご参 照 下 さい ,利
用 を 希 望 され る方 は,デ ー タ解 析 資 料 部 門 に 中込 み 下
さ い.
O極 地 振 興 会発 行 南 極 大 陸(1/9,800,000)
O国 土 地 理院 発 行 バ ッダ 島(1/25,000),
ラ ン グホ ブ デ(1/25,000),スカー レ ン(1/25,000),
日の 出岬(1/25,(XX〕).スカル ブ ス ネ ス(1/25,000),
ヒ ュー カ・テ ー レ ン(1/25,000),新南岩(1/25,000),
東 オ ン グル 島(1/5,000),西オ ン グル 島(1/5,000),
オ ン グル カル ベ ン(1/5,000),テオ イ ヤ(1/5,000)
Oそ の 他 南 半球 全 図(1/76,000,㎝))
第19次隊 月例報告
〈53年7月 ・8月〉
7月19日太陽と再会.日 毎に明るくなり,昭和基地近
辺への遠足にでるようになる.8月 は上旬に悪天が続い
たが,中 旬以降晴天に恵まれ,ロ ケット打ち上げや内陸
旅行準備が順調に行われた.
観測報告
ロケット観測:電 場 ・波動を総合的に観測するロケッ
トS310-4号機は悪天の為3週 間の待機を強いられた末
8月18日に,ま た,波 動一粒子の相互作用を研究するS
310-6号機を8月28日に打ち上げ.共 に成功した.こ れ
で雛19次隊で予定されていたS210-2機,S310-4機全
てのロケット実験を成功裡に終了したこととなる.
無人観測:A【 点再建の為 風力発電機のコントロー
ル部分のテス トを行った.
設営報告
燃料消費内訳 単位:旦
.7月18月
区 分
消費量 残 、量:消 費 苅ヒ1残 量
普 通 軽 油11,742 510,71d|12・895|497β15
、.1
1灯 油7・103154・634 9・335.45・299
大型雪上車KD6(鴻号車のナーバーホールを7月28日
に完了した.キ ャビン分解型でない為現地でのオーバー
ホールは困難とされていたものを.エ ンジン交換用治具
等を製作することにな り可能としたもので,今 後の内陸
旅行の有力な戦力として期待される.
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職 員 の 異 動
10月1日 渋谷和雄 地学研究部門助手に採用
昭和47.3東 京大学理学部地球物理学科
卒業
49.3東 京大学理系大学院地球物理
修士課程修了
53,1同 大学院博士課程修了
理学博士
専門分野 地震学
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資料(Syowa　Station　Monthly　Climatological　Dat )
平 均 気 温(Mean　temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　1(トmin.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
7月(Ju1.)
一14 .7
一4 .4
一32 .3
991,4
1.6
65
9.9
8月(Aug.)
一21
.3
一5
,6
一35 .O
978.0
0.9
60
6.5
35.2(13/7,ENE)34.1(1/8,ENE)
44.9(13/7,ENE)40.5(1/8,ENE)
7.2
3
6.8
7
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Ice　Algae
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海水下面の珪藻 群落
紺碧の海に浮かんだ白い浮氷の間を進 ん で来 たtくふ
じ"も,密 群氷の中では,今 までのように楽々とは進め
ない.こ の頃,浮 氷の海水面より一寸下のあた りが黄褐
色に色付いているのに,何 人かの人が気付 く.顕微鏡的
な藻類が沢山住んでいるために起る現象である.
基地への接近を図るふ じはやがて.定 着氷域をチャー
ジングしながら進むようになる.氷盤目がけて突進した
　 コ 　
ふ じの行き足を,厚 さ1.5mの氷が阻む.一 旦後退し,
～v・."1・.・.、A～A～Mit.....■.■-AJ..
はずみをっけ,再 び突進を試みる.こ の後退 を した と
き,ふ じがひっくり返した氷の下面は一面に褐 色 で あ
る.初めて南極を訪れ る人達は,ふ じの塗料がはげてし
まったのではないか と目を見張る.しか し,これは塗料 き
ではない.珪 藻を中心 とした藻類が,海氷下端で大繁殖
|したため,氷 の底の部分が褐色に色づき,ふ じの砕氷の
結果ひっくり返ったのである.
昭和基地では,2月.秋 の到来 とともに海氷が凍 り始
め,3月 下旬には厚さ30㎝ほどになる.こ の頃海氷の下
端に珪藻が繁殖 し,氷の底は褐色になる.冬になると気
温は低下 し,氷は急速に下へ向って成長するが,太 陽光
が少なく藻類は繁殖できない.成 長を続けた 氷 の 成 長
は,10月に入ると気温の上昇のため止まる.再び,海 氷
底では藻類の繁殖が始まり,ふ じが来る12月には,海 氷
下端では莫大な量の藻類が付着生活を営むようになる.
海氷をすみ家とするこれらの藻類は－lce　Algae－と呼
ばれる,今のところ適当な訳語はない.
南極海だけでな く,北極海にも北海道にすら見られる
これらの藻類が,ど のような進化過程を経て,冷 めたく
て,い かにも生物の生活には向きそうもない海氷を生活
の場とするようになったのか,ど のような条件下で,ど
の位の割合で繁殖するのか,こ の藻類がオキア ミなどの
餌 としてどの程度役立っているのか,い ずれも大へん興
味ある研究課題である.
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